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平
成
21
年
度
決
算
で
実
質
公
債
費
比
率
が

16
・
4
％
に
改
善

越
前
海
岸
観
光
の
新
拠
点
と
し
て

道
の
駅
「
越
前
」
オ
ー
プ
ン

　

実
質
公
債
費

比
率
と
は
、
標

準
的
に
町
に
入

る
お
金
の
う
ち
、

何
％
が
借
金
の

返
済
に
使
わ
れ

て
い
る
か
の
比

率
で
す
。
こ
の

比
率
が
高
い
と

い
う
こ
と
は
、

借
金
の
返
済
が

町
財
政
を
圧
迫

し
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

越
前
町
は
平
成
18
年
度
決
算
に
お
い
て
、
こ
の
比
率

が
「
24
・
8
％
」
と
北
陸
地
方
で
一
番
高
く
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
19
年
2
月
に
「
越
前
町
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
24
年
度
決
算

ま
で
に
実
質
公
債
費
比
率
を
「
18
％
未
満
」
に
引
き

下
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

金
利
の
低
い
借
金
へ
の
借
換
え
や
、
職
員
の
削
減
、

経
常
経
費
の
節
減
な
ど
に
よ
る
歳
出
削
減
に
取
り
組

み
、
財
政
に
余
裕
が
で
き
た
場
合
に
は
、
借
金
を
繰

上
げ
て
返
済
す
る
な
ど
、
借
金
の
借
入
と
返
済
を
管

理
し
な
が
ら
借
金
の
残
高
を
減
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
計
画
し
て
い
た
年
度
を
待
た
ず
に
、

平
成
22
年
9
月
に
公
表
し
た
、
平
成
21
年
度
決
算
で
、

そ
の
比
率
を
「
16
・
4
％
」
と
大
き
く
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
ハ
ウ
ス
越
前
、
露
天

風
呂
漁
火
、
越
前
が
に

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
含
む
エ

リ
ア
が
道
の
駅
「
越
前
」

と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ン
に
あ
た
り
ア
ク
テ
ィ

ブ
ハ
ウ
ス
越
前
内
を
改
装

し
、
賑
わ
い
の
空
間
を
設

け
ま
し
た
。

　

入
口
前
に
あ
る
大
型
ア

プ
ロ
ー
チ
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
を
設
置
し
、
夜
に
な

る
と
日
本
海
の
魚
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
輝
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
、
地
元
で
と

れ
た
ば
か
り
の
魚
を
食
べ

ら
れ
る
軽
食
コ
ー
ナ
ー
や

新
鮮
野
菜
、
水
産
加
工
品
、

越
前
焼
な
ど
の
越
前
町
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
土
産
物
を

取
り
そ
ろ
え
た
越
前
ブ
ラ

ン
ド
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

来
館
者
が
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
る
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
越
前
町
観
光
連
盟
の
事
務
所
を
併
設

し
、
今
後
は
越
前
町
観
光
の
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」
の

ホ
ッ
ケ
ー
会
場
に
当
町
が
正
式
決
定

　

平
成
23
年
6
月
、
平
成
30
年
に
福
井
県
で
開
催
さ

れ
る
第
73
回
国
民
体
育
大
会
（
国
体
）
で
、
越
前
町

が
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
開
催
会
場
と
し
て
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
町
で
は
こ
の
国
体
の
成
功
の
た
め
に

準
備
委
員
会
を
設
立
し
、
町
内
関
係
団
体
・
機
関
の

皆
さ
ん
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
り
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

会
場
と
な
る
越
前
町
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
は
、
平
成
18

年
10
月
末
に
11
人
制
コ
ー
ト
2
面
が
完
成
し
、
毎
年

全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
な
ど
の
全
国
大
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ー
ト
の
規
格
と
し
て
は
、
国
内
で
も
数
少

な
い
国
際
ホ
ッ
ケ
ー
連
盟
新
規
格
（
グ
ロ
ー
バ
ル
規

格
）
に
適
合
し
、
国
際
大
会
な
ど
へ
の
対
応
も
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
23
年
5

月
ま
で
に
管
理
棟
（
会
議

室
、
更
衣
室
お
よ
び
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
、
電
光
掲
示

板
、
室
内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
を
有
す
る
）
ス
タ
ン

ド
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。
特

に
ス
タ
ン
ド
棟
は
立
ち
見
席

を
含
め
１
，０
０
０
人
を
収

容
で
き
る
観
覧
席
な
ど
、
快

適
か
つ
安
全
に
観
戦
で
き
る

施
設
と
な
っ
て
お
り
、
ま
さ

に
「
ホ
ッ
ケ
ー
の
聖
地
」
と

し
て
の
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
7
日
か
ら
町
内
で
開
か
れ
た
、
ホ
ッ

ケ
ー
日
本
代
表
選
考
会
で
本
町
か
ら
近
藤
辰
徳
選

手
（
丹
生
高
校
）、
三
谷
元
騎
選
手
（
福
井
ク
ラ

ブ
）、
宮
崎
俊
哉
選
手
（
早
稲
田
大
学
）
の
3
人

が
２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
を
目
指
す
、
サ
ム
ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
（
ホ
ッ

ケ
ー
男
子
日
本
代
表
）
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
世
界
を
相
手
に
戦
う
、
近
藤
辰
徳
選
手
と
三

谷
元
騎
選
手
の
お
二
人
に
、
対
談
形
式
で
い
ろ
い

ろ
と
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｑ
1
．今
回
揃
っ
て
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
二
人
が
初
め
て
会
っ
た
の
は
い
つ

で
す
か
。
ま
た
、
そ
の
と
き
の
印
象
は
？

三
谷　
顔
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
に
接
点

が
な
く
て
、
初
め
て
一
緒
に
プ
レ
ー
し
た
の
は
最
近

だ
と
思
い
ま
す
。

近
藤　
自
分
が
覚
え
て
い
る
の
は

高
校
1
年
生
の
と
き
に
三
谷
さ
ん

が
教
育
実
習
生
と
し
て
丹
生
高
に

来
た
時
に
部
活
で
一
緒
に
や
っ
た

の
が
最
初
か
な
と
思
い
ま
す
。

三
谷　
教
育
実
習
は
大
変
だ
っ
た

記
憶
し
か
な
い
で
す
（
笑
）

近
藤　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
最
終
予
選
を
観
に
行
っ
て
、
丹

生
高
出
身
と
い
う
こ
と
で
注
目
し

て
い
た
の
で
、
学
校
に
来
た
と
き

は
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。

三
谷　
近
藤
君
の
最
初
の
印
象
は

体
が
大
き
く
て
、
ス
ト
ロ
ー
ク
が

す
ば
ら
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

近
藤　
三
谷
さ
ん
は
ス
ピ
ー
ド
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、

テ
ク
ニ
ッ
ク
が
す
ご
く
て
高
校
生
で
は
誰
も
止
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

Ｑ
2
．お
互
い
の
プ
レ
ー
で
こ
こ
が
す
ご
い
な

と
思
う
と
こ
ろ
は
？

三
谷　
同
じ
Ｆ
Ｗ
で
す
が
、
近
藤
君
は
自
分
と
違
っ

て
、
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
タ
イ
プ
な
の
で
ス
ト
ロ
ー
ク
と

か
ヒ
ッ
ト
が
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
特
に
ヒ
ッ
ト
は

す
ご
く
速
い
と
思
い
ま
す
。
福
井
ク
ラ
ブ
と
の
練
習

試
合
で
も
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

近
藤　
三
谷
さ
ん
は
や
っ
ぱ
り
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
と

き
の
ス
ピ
ー
ド
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
す
ご
い
で
す
。
う

ち
の
選
手
が
4
人
が
か
り
で
や
っ
と
止
め
ら
れ
る
感

じ
で
す
。
あ
と
相
手
と
の
駆
け
引
き
が
う
ま
く
て
、

ボ
ー
ル
を
奪
え
る
と
思
っ
て
飛
び
込
む
と
、
す
ぐ
に

逆
を
取
ら
れ
て
抜
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

三
谷　
近
藤
君
は
パ
ワ
ー
タ
イ
プ
で
僕
は
テ
ク
ニ
ッ

ク
タ
イ
プ
で
す
か
ね
。
僕
は
パ
ワ
ー
に
は
ま
っ
た
く

自
信
が
な
い
で
す
。

Ｑ
3
．越
前
町
の
競
技
環
境
に
つ
い
て

近
藤　

と
て
も
す
ば
ら
し
い
環
境
で
や
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
試
合
で
全
国
各
地
に
行

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
充
実
し
た
施
設
が
あ
る
と

こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
。

三
谷　
大
学
で
4
年
間
福
井
を
離
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
帰
っ
て
来
る
た
び
に
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
、
毎
回
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

近
藤　
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

三
谷　
た
だ
、
自
分
た
ち
は
「
福
井
ク
ラ
ブ
」
と
し

て
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
が
、
高
校
と
か
ま
で
ホ
ッ

ケ
ー
を
や
っ
て
い
て
、
今
は
チ
ー
ム
や
団
体
に
所
属

し
て
い
な
い
人
が
使
い
た
い
と
思
っ
て
も
な
か
な
か

使
え
な
い
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
土
曜
や

日
曜
は
各
年
代
の
大
会
が
入
っ
て
い
た
り
す
る
の
で

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
月
一
回
で
も
無
料
開

放
日
を
設
け
て
、
多
く
の
町
民
が
ホ
ッ
ケ
ー
に
触
れ

合
え
る
機
会
が
作
れ
る
と
、
も
っ
と
「
ホ
ッ
ケ
ー
の

町　
越
前
町
」
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
な

と
思
い
ま
す
。

Ｑ
4
．今
後
の
目
標
と
日
本
代
表
へ
の
思
い

三
谷　
今
ま
で
長
期
的
な
目
標
と
い
う
の
は
立
て
た

こ
と
が
な
い
で
す
。
毎
回
、
目
の
前
の
試
合
で
ベ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
に
、
心
と
体
を

準
備
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

近
藤　
今
回
始
め
て
代
表
に
選
ば
れ
た
の
で
、
2
年

後
の
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
視
野
に
入
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
一
番
の
目
標
は
6
年
後
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
4
月
か

ら
は
大
学
に
進
学
し
、
ま
た
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
挑

戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
2
年
後
、
6
年
後
を
見

据
え
て
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

I n t e r v i e w
越前町から世界へ

ホッケー男子日本代表インタビュー

広
報
誌
で
振
り
返
る　

  

年
の
歩
み
第
二
回
（
平
成
22
年
～
26
年
）

10

	

7
月	

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前

合
宿
に
来
町

	

11
月	

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
落
成

	

12
月	

越
前
町
か
ら
国
会
議
員
初
選
出（
助
田
衆
議
院
議
員
）

平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）

	

3
月	

内
藤
町
長
に
よ
る
町
政
が
ス
タ
ー
ト

	

8
月	

町
内
の
小
・
中
学
校
お
よ
び
高
校
の
ホ
ッ
ケ
ー

チ
ー
ム
が
同
時
全
国
制
覇

		


越
前
地
区
で
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
福
井
県
総

合
防
災
訓
練
を
実
施

	

10
月	

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
受
け
入
れ

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

	

3
月	

朝
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
開
所

		


越
前
町
観
光
連
盟
を
設
立

	

10
月	

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念
「
越
前
ま
る
ご
と
元
気

フ
ェ
ア
」
を
開
催

	

11
月	

越
前
海
岸
観
光
の
新
拠
点
と
し
て
道
の
駅「
越
前
」

オ
ー
プ
ン

平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）

	

2
月	

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）

	

7
月	

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン

		


国
道
３
０
５
号
越
前
バ
イ
パ
ス（
道
口
～
茂
原
間
）

開
通

	

9
月	

平
成
21
年
度
決
算
で
実
質
公
債
費
比
率
が
16
・
4
％

に
改
善

	

11
月	

町
民
意
識
調
査
の
結
果
を
公
表

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）

	

3
月	

宮
崎
・
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
落
成

		


第
一
次
越
前
町
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
を

策
定

	

6
月	

平
成
30
年
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」
の
ホ
ッ

ケ
ー
会
場
に
当
町
が
正
式
決
定

	

7
月	

越
前
町
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
落
成
式

	

9
月	

越
前
町
健
康
増
進
計
画
を
策
定

平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）

	

2
月	

越
前
町
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
を
整
備

	

4
月	

織
田
病
院
の
運
営
を
指
定
管
理
者
に
委
託

平
成
22
年
～
26
年
の
主
な
出
来
事

小学4年で兄の影響でホッケーを始める。
高校2年時からレギュラーとして活躍。3
年生になった昨年はキャプテンとしてチー
ムを牽引し、選抜大会、高校総体、国体
の3冠制覇に大きく貢献。今回、高校生で
唯一サムライジャパンに選出された、高校
ホッケー界のトッププレーヤー。
身長：179cm　　体重：75kg
ポジション：FW

近藤　辰徳
（丹生高校3年）

小学校の時に近所に住んでいた橘敏郎さん
（現名古屋フラーテル）と出会い、ホッケー
を始める。ユース年代から日本代表として
活躍し、大学1年時にサムライジャパンに
初選出。ロンドンオリンピック予選にも出
場。現在は日本リーグに参戦している福井
クラブでエースとして活躍。
身長：180cm　　体重：64kg
ポジション：FW

三谷　元騎
（越前町役場職員）



A coming of
   age ceremony
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新
成
人
と
し
て
心
新
た
に

　

1
月
11
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流

会
館
で
、
平
成
27
年
成
人
式
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
内
藤
町
長
か
ら
式
辞
、

安
井
賢
二
町
議
会
議
長
、
滝
波
宏
文
参

議
院
議
員
、
島
田
欽
一
県
議
会
議
員
か

ら
祝
辞
を
受
け
た
後
、
新
成
人
を
代
表

し
て
、 

宮
崎
地
区
の
佐
藤
竜
太
さ
ん
と

廣
瀬
楓
さ
ん
が
「
自
分
の
行
動
に
責
任

を
持
ち
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
義
務

を
果
た
し
、一
人
の
人
間
と
し
て
日
々
成

長
し
な
が
ら
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
努
力
し
続
け
ま
す
」
と
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
4
地
区
の
実
行
委
員
会

主
催
に
よ
る
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
が

開
か
れ
、
新
成
人
た
ち
は
久
し
ぶ
り
に

会
う
友
人
や
恩
師
と
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

朝
日
地
区

織
田
地
区

宮
崎
地
区

越
前
地
区

新
成
人
と
し
て

心
新
た
に

◀誓いのことばを述べる
　佐藤さん（左）と廣瀬さん（右）



大
　
賞

武
生
第
三
中
学
校	

三
年	

山　

口　

梨　

絵

「
水
仙
の
花
」

波
の
間
に

消
え
て
は
浮
か
び

流
れ
ゆ
く
祖
父
の
灯
り

時
に
ま
た
た
き

時
に
目
を
つ
む
り

ゆ
っ
く
り
と
視
界
か
ら
消
え
て
ゆ
く

霧
を
ま
と
い

海
峡
を
越
え

還
っ
て
ゆ
く
灯
籠

そ
し
て
天
空
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぐ

や
が
て

季
節
が
移
ろ
い
で

冬
に
な
り

海
が
荒
れ
る
頃

旅
を
終
え
た
魂
は

水
仙
の
花
と
な
っ
て

ふ
た
た
び

私
の
胸
に
帰
っ
て
き
た

奨
励
賞

朝
日
中
学
校	

三
年	

青　

木　

智　

也

越
前
中
学
校	

三
年	

河　

邉　

愛
須
花

佳
　
作

越
前
中
学
校	

一
年	

堺　
　
　

眞　

凛

越
前
中
学
校	

三
年	

出　

店　

依
乃
莉

越
前
中
学
校	

三
年	

新　

井　

理　

友

越
前
中
学
校	

三
年	

島　

田　

真　

美

越
前
中
学
校	

三
年	

島　

田　

和　

実

佳
　
作

織
田
中
学
校	

二
年	

山　

岸　

理　

佑

朝
日
中
学
校	

一
年	

佐
々
木　

麻
佑
加

朝
日
中
学
校	

一
年	

梅　

田　

樹　

音

朝
日
中
学
校	

二
年	

南　

部　

莉　

穂

朝
日
中
学
校	

三
年	

須　

磨　
　
　

瑞

大
　
賞

丹
生
高
等
学
校	

三
年	

谷
口　

加
那
子

「
旅
立
つ
子
元
気
で
や
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ニ
も
た
せ
」

奨
励
賞

丹
生
高
等
学
校	

三
年	
髙　

野　

大　

地

埼
玉
県
立
所
沢
高
等
学
校	

一
年	

小　

谷　
　
　

優

佳
　
作

埼
玉
県
立
所
沢
高
等
学
校	

一
年	

佐　

俣　

ひ
な
の

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

横　

地　

万
里
緒

丹
生
高
等
学
校	

三
年	

三
田
村　

裕　

志

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

二
年	

松　

本　

佳
那
子

埼
玉
県
立
所
沢
高
等
学
校	

一
年	

戸　

丸　

祥　

吾

大
　
賞

織
田
小
学
校	

三
年	

矢
田
部　
　
　

凌

「
え
ち
ぜ
ん
の
た
び
の
だ
い
ご
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ず
わ
い
が
に
」

奨
励
賞

瓜
生
小
学
校	

四
年	

藤　

田　

琉　

生

城
崎
小
学
校	

一
年	

中　

橋　

知　

希

佳
　
作

城
崎
小
学
校	

五
年	

岩　

﨑　

吏　

玖

朝
日
小
学
校	

三
年	

河　

原　

由　

香

瓜
生
小
学
校	

四
年	

柿　

本　

海　

斗

朝
日
小
学
校	

二
年	

阪　

下　

絵　

梨

朝
日
小
学
校	

五
年	

堤　
　
　

清
次
朗

大
　
賞

朝
日
中
学
校	

二
年	

佐
々
木　

ゆ　

う

「
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
広
が
る
水
仙
花
」

奨
励
賞

朝
日
中
学
校	

二
年	

高　

松　

尚　

輝

朝
日
中
学
校	

三
年	

御　

嶽　

彩　

乃

大
　
賞

滋
賀
県
草
津
市	

	

井　

上　

次　

雄

「
皇
后
の
御
手
に
見
舞
の
水
仙
花
」

奨
励
賞

福
井
県
福
井
市	

	

山　

内　

て
る
こ

福
井
県
福
井
市	

	

青　

木　

か
よ
子

佳
　
作

神
奈
川
県
横
浜
市	

	

竹　

澤　
　
　

聡

静
岡
県
静
岡
市	

	

山　

下　

修　

身

福
井
県
敦
賀
市	

	

大
和
田　

康　

夫

長
野
県
長
野
市	

	

木　

原　
　
　

登

大
阪
府
藤
井
寺
市	

	

中　

野　

康　

子

大
　
賞

朝
日
小
学
校	

一
年	

谷　
　
　

悠　

帆

「
じ
い
じ
の
す
い
せ
ん
」

ふ
ゆ
に
な
る
と

じ
い
じ
が
い
つ
も

た
く
さ
ん
す
い
せ
ん
の
お
は
な
を

と
ど
け
て
く
れ
た
よ
。

に
こ
に
こ　

お
お
き
な
こ
え
で

「
お
う
い
、す
い
せ
ん
を
も
っ
て
き
た
ぞ
う
。」

て
と
ど
け
て
く
れ
た
よ
。

ふ
ゆ
の
お
う
ち
の
げ
ん
か
ん
は
、

い
つ
も
と
っ
て
も
い
い
に
お
い
。

　
だ
け
ど
じ
い
じ
は
、
て
ん
ご
く
に
い
っ
ち
ゃ
っ
た

ふ
ゆ
に
な
っ
て
も

す
い
せ
ん
が
、
と
ど
か
な
い
。

さ
み
し
い
な
。

じ
ゃ
あ
こ
ん
ど
は
、
わ
た
し
が
じ
い
じ
に
、

す
い
せ
ん
を
と
ど
け
る
よ
。

じ
い
じ
の
お
ぶ
つ
だ
ん
に

す
い
せ
ん
の
お
は
な
を
か
ざ
る
ね
。

「
じ
い
じ
す
い
せ
ん
も
っ
て
き
た
よ
。

　

て
ん
ご
く
も
い
い
に
お
い
で
す
か
。
」

奨
励
賞

朝
日
小
学
校	

一
年	

西　

野　

華　

音

四
ヶ
浦
小
学
校	

三
年	

堀　
　
　

愛　

弥

佳
　
作

織
田
小
学
校	

一
年	

上　

坂　

碧　

衣

朝
日
小
学
校	

四
年	

熊　

野　

亜
衣
梨

四
ヶ
浦
小
学
校	

三
年	

岩　

﨑　

大　

空

常
磐
小
学
校	

一
年	

中　

谷　

涼　

乃

常
磐
小
学
校	

四
年	

宮　

上　

航　

輔

大
　
賞

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

三
年	

西　

岡　

茉　

愉

「
お
ば
ば
に
」

冬
の
お
出
か
け

水
仙
畑

迷
子
に
な
っ
た
小
さ
な
わ
た
し

遠
く
で
呼
ぶ　

し
わ
が
れ
声

　
あ
な
た
の
あ
た
た
か
い
手

わ
た
し
の
つ
め
た
い
手
、
に
ぎ
る
。

　
　ど

こ
か
へ
い
っ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
に

大
事
な
、
大
事
な

あ
な
た
だ
か
ら
。

　　
あ
の
日
お
わ
っ
た

長
い
旅

明
治
生
ま
れ
の
わ
た
し
の
お
ば
ば

し
わ
が
れ
声
は
届
い
た
か
し
ら

　
ぬ
く
も
り
も
ら
っ
た
わ
た
し
の
手

あ
な
た
に
一
輪
花
、
に
ぎ
る
。

　
白
く
真
っ
直
ぐ
立
つ
水
仙
、

凜
と
生
き
た　

あ
な
た
み
た
い
。

　
あ
な
た
の
つ
め
た
い
手

わ
た
し
の
あ
た
た
か
い
手
、
に
ぎ
る
。

　
あ
な
た
の
つ
め
た
い
手

　

わ
た
し
の
あ
た
た
か
い
手

　
ど
こ
か
へ
い
っ
て
し
ま
う
け
れ
ど

大
事
な
、
大
事
な

あ
な
た
だ
か
ら
。

奨
励
賞

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

近　

藤　

眞　

未

佳
　
作

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

三
年	

宇　

野　

遥　

香

大
　
賞

福
井
県
坂
井
市	

	

林　
　
　

秋　

穂

「
釣
瓶
」

水
仙
の
丘
の
上
を
風
の
日
は
又
つ
づ
い
て
い
た

た
と
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
日
日
が

花
枝
を
ぬ
け
る
音
に
ま
じ
っ
て
暮
れ
か
た
が

刹
那
の
よ
う
に
そ
こ
に
止
ま
っ
て
い
る

ど
こ
か
で
だ
れ
か
を
さ
が
す
よ
う
な
蟹
の
足
づ

り
の
音
が
聞
こ
え
た

そ
こ
で
果
て
し
な
く
深
さ
が
つ
づ
く
井
戸
へ

向
か
っ
て

放
た
れ
る

一
本
の
吹
矢

ひ
と
す
じ
の
よ
り
し
ろ
に
向
か
っ
て
な
が
す

吐
息

よ
り
そ
う
も
の
は
冬
の
風
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た

あ
る
日
地
鳴
り
は
突
ぜ
ん
に
や
っ
て
き
た

あ
の
日
釣
瓶
は
追
い
か
け
る
い
と
ま
も
な
く
逆

さ
に
な
っ
て

落
ち
て
い
っ
た
の
だ

す
り
き
れ
た
縄
が
西
の
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て

風
に
揺
れ
て
い
た

ど
こ
か
で
水
面
を
打
つ
乾
い
た
音
が
聞
こ
え
た

そ
れ
か
ら
朝
が
夜
を
想
い
夜
が
朝
を
恋
う
そ
ん

な
日
が
つ
づ
い
て

一
日
が
刹
那
の
よ
う
に
過
ぎ
て
い
っ
た

そ
し
て
そ
の
果
て
に
う
す
く
け
ぶ
る
よ
う
な
小

雨
の
日
が
あ
っ
た

そ
こ
か
ら
か
す
か
な
傘
を
打
つ
気
配
が
あ
た
り

い
ち
め
ん
に
た
ち
こ
め
る
と

そ
れ
も
や
が
て
少
し
づ
つ
消
え
て
い
っ
た

遠
く
の
な
に
か
が
少
し
か
る
く
な
っ
た
気
配
な

の
だ

奨
励
賞大

阪
府
大
阪
市	

	

飯　

塚　

由
起
子

福
井
県
越
前
市	

	

西　

生　

勇　

一

福
井
県
坂
井
市	

	

上　

野　

と
も
子

佳
　
作大

阪
府
堺
市	

	

蒼
井
坂
じ
ゅ
ー
り

京
都
府
京
都
市	

	

阪　

口　

正　

博

岩
手
県
盛
岡
市	

	

佐　

藤　
　
　

賢

広
島
県
広
島
市	

	

柳　

坪　

幸　

佳

福
井
県
越
前
町	

	

浜　

本　

は
つ
え

越
前  

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル  

入
賞
者  

大
賞
作
品

俳
句
部
門（
小
学
生
の
部
）

俳
句
部
門（
中
学
生
の
部
）

俳
句
部
門（
高
校
生
の
部
）

俳
句
部
門（一般
の
部
）

詩
部
門（
小
学
生
の
部
）

詩
部
門（一般
の
部
）

詩
部
門（
中
学
生
の
部
）

詩
部
門（
高
校
生
の
部
）

テーマ
旅

広報えちぜん 6平成27年２月号7 広報えちぜん
平成27年２月号
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1
月
10
日
、
劔
神
社
で
越
前
町
の
交

通
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
内
藤
町
長
を
は
じ
め
町
交

通
指
導
員
や
鯖
江
交
通
安
全
協
会
の
町

内
各
分
会
員
な
ど
約
40
人
が
出
席
し
、

今
年
一
年
の
町
内
の
交
通
安
全
を
祈
り

ま
し
た
。

　

佐
々
木
指
導
員
会
長
は
、「
近
年
の
町
内
の
交
通
事
故
件
数

は
減
少
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
は
高
齢
者
が
被
害
者

と
な
る
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
町
民
の
尊
い
命

を
守
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
啓
発
活
動
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
は
交
通
安
全
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

1
月
13
日
、
越
前
岬
水

仙
ラ
ン
ド
で
越
前
水
仙
の

発
送
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

越
前
水
仙
を
県
内
外
に
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
交
流
の

あ
る
市
町
や
各
報
道
機
関
、

旅
行
会
社
な
ど
１
５
２
か

所
に
３
，２
９
０
本
の
水
仙

を
発
送
し
ま
し
た
。

　

発
送
式
当
日
は
、
内
藤

町
長
と
Ｊ
Ａ
越
前
丹
生
代

表
理
事
組
合
長
、
水
仙
栽

培
農
家
の
代
表
者
が
最
後
の
箱
詰
め
作
業
を
行
い
、
可
憐
で

甘
い
香
り
の
越
前
水
仙
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

12
月
25
日
、
越
前
観
光

株
式
会
社
か
ら
木
製
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
棚
と
つ
い
た
て
が
寄

贈
さ
れ
、
役
場
で
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
で

は
、
仲
保
春
義
社
長
が
内
藤

町
長
に
「
地
元
に
で
き
た
新

し
い
観
光
施
設
の
お
手
伝
い

が
で
き
た
ら
」
と
目
録
を
手

渡
し
、
町
長
が
「
観
光
拠
点

と
し
て
情
報
発
信
す
る
の
に

有
効
活
用
し
た
い
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

1
月
11
日
、今
庄
３
６
５
ス
キ
ー

場
で
越
前
町
子
ど
も
ス
キ
ー
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
ス
キ
ー
の
楽
し

さ
を
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
町
が
毎
年
開
い
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
町
内
の
小
学
生
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
時
間
が
経
つ
の

を
忘
れ
、
ス
キ
ー
に
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

初
め
て
ス
キ
ー
に
挑
戦
す
る
参
加
者
も
最
初
は
ス
キ
ー
に
悪

戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
は
じ
め
、
午
後
に

は
ス
キ
ー
を
滑
る
心
地
よ
さ
を
体
一
杯
に
感
じ
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
ス
キ
ー
教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
祈
願

越
前
水
仙
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

道
の
駅「
越
前
」開
業
記
念
品
贈
呈
式

越
前
町
子
ど
も
ス
キ
ー
教
室

丹生地区剣道連盟管区内の3小学校と4中学校の少年剣士総勢約50人が集まりました。
町内剣士の入賞者は次のとおりです。

第33回 古城旗争奪剣道大会　日時：11月3日（日）　会場：丸岡南中学校体育館

第37回全国スポーツ少年団
剣道交流大会福井県予選会

日時：11月10日（日）　会場：今庄中学校体育館

第35回少年剣道芦原大会
日時：11月30日（日）

会場：トリムパーク金津体育館

今年も、越前町の少年剣士たちは、県内各地で大健闘しています。その活躍ぶりをご紹介します。

「技あり「技あり！！」～少年剣士たちの活躍～」～少年剣士たちの活躍～

先　鋒 相　馬　快　成 織田小4年
次　鋒 岩　崎　吏　玖 城崎小5年
中　堅 吉　田　瑛　博 四ヶ浦小5年
副　将 八本木　萌　心 朝日小6年
大　将 北　瀬　貴　久 越前中2年

【団体の部】 
第3位  越前町少年剣道クラブＡ

先　鋒 相　馬　快　成 織田小4年
次　鋒 青　山　夏　花 朝日小6年
中　堅 三　原　碧　月 朝日小6年
副　将 八本木　萌　心 朝日小6年
大　将 山　本　空　羽 城崎小6年

【団体の部】
 第3位  越前町剣道スポーツ少年団

【個人の部】
小学生個人戦 〈男子の部〉
第3位　吉田　瑛博
 （四ヶ浦小5年）
小学生個人戦 〈女子の部〉
第3位　八本木萌心 
（朝日小6年）

【小学生個人の部】 
準優勝  山本　空羽
（城崎小6年・越前少年剣道クラブ）

第32回丹生郡少年剣道錬成大会　日時：12月7日（日）　会場：織田小学校体育館

小学生団体戦（5人戦） 小学4年以下の部 小学5年・6年の部 中学生男子の部
優  勝 織田剣道スポーツ少年団 相馬　快成（織田剣道スポ少） 山本　空羽（越前少年剣道クラブ） 水島　郁士（織田中学校）
２  位 越前少年剣道クラブ 三原　瑚白（織田剣道スポ少） 八本木萌心（朝日少年剣道） 水野　敬太（清水中学校）
３  位 朝日少年剣道 山本　天晴（越前少年剣道クラブ） 相馬　壱成（織田剣道スポ少） 北瀬　貴久（越前中学校）

　

1
月
24
日
、
25
日
の
2
日
間
、
道
の
駅
越
前
で
第
40
回
水

仙
ま
つ
り
「
水
仙
カ
ニ
フ
ェ
ア
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
水
仙
娘
に
よ
る
越
前
水
仙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
地
元
鮮
魚
店
・
食
事
処
な
ど
に
よ
る
新
鮮
な
魚
介
類
、
地

元
グ
ル
メ
な
ど
が
販
売
さ
れ
、

多
く
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
水
仙
ま
つ
り

40
周
年
を
記
念
し
、「
水
仙
娘

が
勧
め
る
越
前
海
岸
ツ
ア
ー
」

を
行
い
、
1
月
20
日
か
ら
31

日
に
か
け
て
4
回
行
っ
た
ツ

ア
ー
は
す
べ
て
が
満
員
と
な

り
、
参
加
者
は
梨
子
ヶ
平
な
ど

の
水
仙
群
生
地
の
絶
景
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

12
月
25
日
か
ら
28
日
、
大
阪
市
中
央
体
育
館
（
男
子
）・

大
阪
府
立
体
育
会
館
（
女
子
）
で
開
か
れ
た
大
会
に
薮
内
晃

也
さ
ん
（
宮
崎
中
）、
山
田
塁
さ
ん
（
宮
崎
中
）、
宮
地
真
帆

さ
ん
（
越
前
中
）
の
3
人
が
福
井
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
結
果
は
、
男
子
は
グ
ル
ー
プ
戦
を
2
位
、
女
子
は
グ

ル
ー
プ
戦
を
1
位
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

3
人
と
も
他
の
県
代
表
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
全
国
の
強
豪

相
手
に
全
力
を
尽
く
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。

第
40
回
水
仙
ま
つ
り
「
水
仙
カ
ニ
フ
ェ
ア
」

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
国
都
道
府
県
対
抗

中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
越
前
町
の
中
学
生
が
出
場
し
ま
し
た大会に出場した薮内さん（左）、山田さん（中央）、宮地さん（右）



え
ち
ぜ
ん
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

広報えちぜん 10平成27年２月号11 広報えちぜん
平成27年２月号

〜
空
き
家
を
お
持
ち
の
人
、
空
き
家
を
利
用
し
た
い
人
か
ら

　

の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
〜　

相
談
は
無
料
で
す
。

　
「（
一
社
）
福
井
県
不
動
産
の
れ
ん
会
」
は
、
空
き
家
の
適

正
管
理
や
活
用
（
賃
貸･

売
買
）
も
し
く
は
解
体
に
至
る
ま

で
様
々
な
相
談
に
対
応
す
る
『
空
き
家
相
談
総
合
窓
口
』
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
は
、
も
と
も
と
所
有
者
の
人
が
住
ん
で
い
た
大
事

な
「
我
が
家
」
で
あ
り
「
資
産
」
で
す
。
何
か
事
情
が
あ
っ

て
住
ま
な
く
な
っ
た
こ
の
「
資
産
」
を
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

に
有
効
活
用
し
て
い
く
と
良
い
か
、
ど
う
管
理
し
て
い
く

か
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　

ご
相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
専
門
家
に
よ
る
住
宅
診
断
や

市
町
の
支
援
制
度
や
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
な
ど
の
紹
介
も
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
相
談
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
受
付
け

い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
空
き
家
を
利
用
希
望

の
人
の
ご
相
談
も
大
歓
迎
で
す
。

受
付
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
0
時

　
　
　
　
　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時
（
土
日
祝
休
み
）

問
合
せ
先

　
「
の
れ
ん
会
空
き
家
管
理
セ
ン
タ
ー
」

　
　

福
井
市
御
幸
4
丁
目
12‒

15

　
　

☎
０
７
７
６‒

２
１‒

５
１
５
１

　
　

メ
ー
ル　

norenkai@
arrow

.ocn.ne.jp

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

 http://w
w
w
.norenkai.or.jp/akiya/

空
き
家
相
談　

総
合
窓
口
開
設

　

町
で
は
、
生
活
路
線
バ
ス
の
利

用
を
促
進
し
、
地
域
公
共
交
通
の

維
持
活
性
化
を
図
る
た
め
、
路
線

バ
ス
（
福
鉄
バ
ス
・
京
福
バ
ス
）
で

通
学
す
る
高
校
生
な
ど
の
保
護
者

等
に
対
し
て
、
購
入
し
た
定
期
券

代
金
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
分
の
申
請
期
限
は
、

３
月
25
日
（
水
）
で
す
。
ま
だ
の
人
は
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

越
前
町
に
在
住
す
る
町
民
で
、
通
学
定
期
を
購
入
し
た
人

補
助
金
額

　

定
期
券
（
往
復
）
1
月
分
に
つ
き
１
，０
０
０
円

※
な
お
、
越
前
地
区
の
人
に
は
加
算
額
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　

指
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
生
徒
手
帳
・
購

入
し
た
定
期
の
写
し
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
お
よ
び
各
住
民
サ
ー
ビ
ス

室
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
先　

ま
ち
づ
く
り
課
ま
た
は
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

※
丹
生
高
等
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
場
合
は
、
学
校
へ
申
請

書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
課　

☎
３
４‒

８
７
１
４

バ
ス
通
学
定
期
購
入
補
助
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

使用済みはがきを回収します越前がにミュージアム
休館のお知らせ 　年賀状などの使用済みはがきが「ごみ」として大量に焼却され

ています。これらのはがきを資源として有効活用するため、専用
回収BOXを設置しますので、回収にご協力をお願いします。（た
だし、写真付きの年賀状・はがきは回収できません）

　施設内の総合点検のため、3月10日（火）
まで越前がにミュージアムが休館します。
　ご迷惑をおかけしますが、ご協力よろしく
お願いします。 回収期間　2月28日（土）まで

回収時間　午前8時30分～午後5時15分
回収場所　役場および宮崎、越前、織田コミュニティセンター

問合せ先　保健衛生課　☎34‒8710
問合せ先　越前がにミュージアム
　　　　　☎37‒2626

　

平
成
26
年
12
月
31
日
付
け
で
、
大
樟
の
樟
本
和
江
氏
が
任

期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
新
た
に
2
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
ま
し
た
。

新　

保　

三み

木き  

幸さ
ち

恵え 

氏

　
　
　
　
（
任
期
1
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
12
月
31
日
）

　

野　
　

鷲わ
し

田だ  

武た
け

和か
ず 

氏

　
　
　
　
（
任
期
1
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
12
月
31
日
）

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

町
の
推
薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　

福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局　

☎
２
２‒

０
１
９
４

　

社
会
福
祉
支
援
室　

☎
３
４‒

８
７
２
４

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

越前夏まつり2015 Ｔシャツデザイン公募のお知らせ
　越前夏まつり実行委員会では、越前夏まつり
2015のオリジナル Tシャツのデザインを募集し
ます。作品のテーマは「衝

しょう

激
げき

！！～越
えち

前
ぜん

×海
み

夏
な

人
と

～」
です。
　このテーマをイメージして自由にデザインして
ください。皆さんのご応募をお待ちしております。

応募締切　3月4日（水）まで

応募方法
①封書による郵送 （3月4日（水）消印有効）
　※画像を格納したCD-ROM、手書きの用紙を梱包
②電子応募
 「応募事項」を明記の上、デザインの画像を添付し、
　e-community@town.echizen.lg.jp までお送り
ください。

 ※複数応募可

応募事項
①越前夏まつり2015で着用するＴシャツのプリ
ントデザイン

②デザインに込めた思いや理由
③応募者に関する情報（氏名、郵便番号、住所、
電話番号、年齢、性別、職業（学生は在学校名）、
E-mail アドレス（携帯可）

デザインに関する事項
①営利目的、公序良俗に反するデザインはお控えください。
②デザインに使用できる色は、単色とします。色の指定が
ある場合は明記してください。
③デザインのプリント可能な範囲はフロント、バック共に
33cm×33cm角以内とします。
④デザインには「2015年」である
ことがわかるようにしてください。
 また前面には必ず「越前」の文字
を入れるようしてください。
⑤Tシャツの色の指定はありません。
※昨年は２色作成しています。
⑥都合によりデザインの一部を修正
させていただく場合があります。

賞　大賞1点（賞金1万円）

「越前夏まつり2015オリジナルTシャツ応募」
ホームページアドレス
http://www.echizen.fukui.jp/

郵送先・問合せ先
〒916－0492　福井県丹生郡越前町道口1－24－1
越前夏まつり実行委員会事務局（越前コミュニティセンター内）
☎37－7710　FAX 37－1301

▲新たに委員になられた三木
さん　（右から2番目）と鷲田
さん（中央）

▲子ども人権教室

通
信
制
高
校
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

月
に
3
回
程
度
日
曜
日
に
登
校
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し

な
が
ら
学
び
ま
す
。
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。今
ま
で
に
多
く
の
中
高
年
の
人
が
卒
業
し
て
い
ま
す
。

「
退
職
し
て
時
間
の
余
裕
が
で
き
た
か
ら
。」 「
若
い
と
き
に

学
べ
な
か
っ
た
か
ら
。」 「
孫
と
一
緒
に
勉
強
し
よ
う
と
思
っ

た
か
ら
。」
な
ど
、
年
齢
に
関
係
な
く
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
を

送
っ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
人
は
個
別
相
談
会
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
な
お
、
個
別
相
談
会
は
事
前
に
電
話
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

個
別
相
談
会

　

2
月
8
日（
日
）、
2
月
22
日（
日
）、
3
月
1
日（
日
）、

　

3
月
8
日（
日
）

出
願
期
間

　

3
月
13
日（
金
）、
3
月
16
日（
月
）、
3
月
17
日（
火
）、

　

3
月
23
日（
月
）、
3
月
24
日（
火
）

受
付
時
間

　

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

　

※
3
月
24
日（
火
）は
午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

※
郵
送
に
よ
る
出
願
の
場
合
は
3
月
24
日（
火
）
正
午
ま

で
に
到
着
し
た
も
の

問
合
せ
先

　

福
井
県
立
道
守
高
等
学
校　

通
信
制　

入
学
係

　

〒
９
１
８‒

８
５
７
５　

福
井
市
若
杉
町
35‒

21

　
　

☎　

 

０
７
７
６‒

３
６‒

１
１
８
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
６‒

３
６‒

１
１
８
５

福
井
県
立
道
守
高
等
学
校  

通
信
制  

生
徒
募
集

▲昨年の越前夏まつり
　Ｔシャツのデザイン

（前）

（後）
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① 印鑑（認印）
② 給与・年金などの源泉徴収票の原本
③ 各種保険料の支払証明書 (生命保険料・地震保険料・国民年金保険料 )
④ 医療費控除を受ける人は医療費の領収書・寄附金控除を受ける人は寄附金の受領証
⑤ 障害者控除を受ける人は障害者手帳などの証明書
⑥ 還付を受ける人は本人名義の金融機関の通帳
⑦ 新規に口座振替納税を希望される人は、本人名義の通帳とその届出印

≪還付申告≫

日　　   　　　時 場　　　所 対象地区

2月2日 （月） ～ 3月16日 （月）
（土、日曜日・祝日を除く）

9：00～ 16：00 越前町役場 全 地 区

　※2月17日（火）、24日（火）の2日間、税理士による申告相談を実施します。

≪町県民税申告・確定申告≫

日　　   　　　時 場　　　所 対象地区

2月16日 （月） ～ 3月16日 （月）
（土、日曜日を除く）

9：00～ 16：00 越前町役場 全 地 区

2月17日 （火） ～ 18日 （水） 9：00～ 16：00 宮崎コミュニティセンター 宮崎地区

2月24日 （火） ～ 25日 （水） 9：00～ 16：00 織田コミュニティセンター 織田地区

3月 3 日 （火） ～ 4 日 （水） 9：00～ 16：00 越前コミュニティセンター 越前地区

　申告期間中は、申告会場が大変混雑します。スムーズに申告を済ませるためにも、申告前の準備や自分で出来る
だけ申告書を記入し、必要な書類を必ず持参してください。

・農業所得や事業所得などの申告をされる人は、収支内訳書の記入
　　　（平成26年分から帳簿作成が義務付けられています）
・医療費控除を申告される人は、医療機関別、受診した人ごとに整理・集計
　　　（生命保険など各種助成金の受領額も集計してください）

青色申告や土地・株式の譲渡所得、山林所得などがある人は
税務署で申告してください。

平成27年２月号平成27年２月号

武生税務署　☎22－0890　　税務課　☎34－8709問合せ先

所得税・町県民税の申告の時期です !

・1か所からの給与収入以外に年金・事業・不動産など20万円を超える所得がある人
・給与収入が2,000万円を超える人
・アルバイトなど2か所以上からの給与収入があり、年末調整をしなかった給与の収入金額と、事業・不動産などの
所得との合計額が20万円を超える人

・公的年金等の収入以外に給与や事業・不動産など20万円を超える所得がある人
・各種の所得の合計額が扶養控除や基礎控除などの所得控除の合計額を超える人
・給与所得の源泉徴収票に記載されている扶養控除や配偶者控除などを修正する人

　確定申告をすれば、納め過ぎた所得税が戻ることがあります。
・平成26年の中途で退職し、再就職しなかったため年末調整を受けなかった人
・源泉徴収税額のある給与所得者・年金所得者で、年末調整を受けていない生命保険料控除や医療費控除などを受け
ることができる人

・住宅ロ－ンなどを利用してマイホームの新築・増改築などをした人

　　　　　
　国民年金や厚生年金などの公的年金収入は、「雑所得」の対象となります。
　公的年金収入額が400万円以下で他の所得が20万円以下の人については、確定申告は不要ですが、町県民税申
告が必要です。
　「公的年金等の源泉徴収票」に記載されていない配偶者控除や社会保険料控除、障害者控除などの控除を受けるた
めには申告が必要です。

　平成27年1月1日現在、越前町に住所がある人は、町県民税の申告が必要です。
　ただし、次に該当する人は町県民税申告の必要はありません。
・確定申告をする人
・給与所得のみで、勤務先から役場に給与支払報告書が提出されている人
・公的年金等に係る所得のみで、所得控除を追加しない人
・前年中に所得がなく、同一世帯者から扶養親族として報告されている人

　所得・課税証明書の発行ができません。
・国民健康保険税の軽減
・国民年金保険料の免除
・児童手当等の支給などの行政サービスが受けられません。

　所得税の確定申告、町県民税の申告が2月16日 (月 ) から始まります。
　次ページの申告相談日程表を参考に、該当する人は必ず申告をお願いします。
　確定申告書は、国税庁ホームページの確定申告書作成コーナーを利用して作成できます。
　なお、郵送や電子申告（e-Tax）で提出することも可能ですのでご利用ください。

申告期間 2月16日（月）～3月16日（月）

確定申告が必要な人

申告に必要なもの

申告相談の日程表

申告のお願い

確定申告をすると税金が戻る人

公的年金を受給している人

町県民税の申告について

申告をしないと…



防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
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平成27年２月号

鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎３６‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119

問合せ先

鯖江・丹生消防組合ホームページ　http://www.fd-sabaenyu.jp/

　

県
内
の
労
働
者
お
よ
び
使
用
者
の
人
を
対
象
に
県
労
働
委

員
会
委
員
が
夜
間
に
直
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
毎
月
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
電

話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日
時

年　

月　

日

時　
　

間

場　
　

所

2
月
24
日（
火
）

午
後
6
時
30
分

福
井
県
庁
会
議
室

3
月
24
日（
火
）

4
月
28
日（
火
）

5
月
26
日（
火
）

6
月
30
日（
火
）

7
月
28
日（
火
）

8
月
18
日（
火
）

9
月
29
日（
火
）

※
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
個
人
情
報
が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁
10
階
）

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
５
９
７

一
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
話
せ
る
誰
か
が
こ
こ
に
い
ま
す
。

　

法
律
問
題
、
こ
こ
ろ
の
相
談
、
多
重
債
務
、
リ
ス
ト
ラ
や

職
場
環
境
、
福
祉
、
健
康
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

日　

時

　

3
月
8
日（
日
）　

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

場　

所

　

越
前
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

　

越
前
市
府
中
1
丁
目
11‒

2　

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
武
生
4
Ｆ

相
談
ス
タ
ッ
フ　

　

弁
護
士
、
精
神
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
社
会
保
険
労
務

士
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
相
談
員
、
福
祉
課
職
員
、
保
健
師　

予
約
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

お
一
人
相
談
時
間　

約
45
分

　

予
約
状
況
に
よ
り
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

相
談
申
し
込
み
先

　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

武
生
福
祉
保
健
部　

健
康
増
進
課

　
　

☎
２
２‒

４
１
３
５

主
催　

福
井
県
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

共
催　

越
前
市

　

不
動
産
を
売
り
た
い
、
買
い
た
い
、
貸
し
た
い
、
借
り
た

い
。
ま
た
は
相
続
な
ど
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
不
動
産
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
、

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ご
予
約
は
不

要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

2
月
15
日（
日
）　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

　
　
　
　
　

※
受
付
は
午
後
3
時
30
分

場　
　

所　

道
の
駅　

西
山
公
園　

2
階
交
流
室

問
合
せ
先　
（
公
社
）
福
井
県
宅
地
建
物
取
引
業
会

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
４‒

０
６
８
０

労
働
相
談
会
の
お
知
ら
せ 【
要
予
約
】

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会

不
動
産
な
ん
で
も
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

丹南健康福祉センター広報誌
「たんけん」マスコット

“たんにゃん ”

お気軽に
ご相談ください。
秘密厳守

予約制 相談無料

　1月12日、災害に強い「無火災越前町」を目指し、越前消防団出初式が宮崎コミュニティセンター
周辺で開かれました。越前消防団増田順一団長を筆頭に消防団員244名、女性消防隊11隊30名、消
防車両16台が規律ある堂々とした分列行進を披露し、続いて式典が挙行され、功績のあった消防団
員が表彰を受けました。最後に宮崎コミュニティセンター北側において一斉放水を行い、今年1年の
無火災を町民と共に祈願しました。

※近隣の皆さんには交通規制など、ご協力を頂きありがとうございました。

平成27年 越前消防団出初式平成27年 越前消防団出初式

　寒さも厳しくなり、家の中でも寒暖の差が大きくなる時期になりま
した。「ヒートショック」とは室温の変化によって急激に血圧が変動
したり、脈が速くなったりする状態のことをいい、心筋梗塞や脳卒中
などを引き起こす危険な状態といえます。特に起こりやすい場所と
して、風呂場やトイレが挙げられますが、入浴前に浴室・脱衣場を温め
る、トイレに温度設定の出来る便座を設置するなどしてヒートショッ
クを予防しましょう。

ヒートショックにご注意を！

　

解
雇
、賃
金
な
ど
、労
使
関
係
で
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

労
働
問
題
の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
労
働
者
の
人
、

使
用
者
の
人
、
ご
家
族
の
人
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

嶺
南
会
場　

3
月
1
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　
　

敦
賀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

　
　
　
　
　
（
敦
賀
市
東
洋
町
１‒

１
）

福
井
会
場　

3
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

　
　
　
　
　

ア
オ
ッ
サ　

6
階
研
修
室

　
　
　
　
　
（
福
井
市
手
寄
1
丁
目
４‒

１
）

問
合
せ
先　

福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局
（
県
庁
10
階
）

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
５
９
７

日　
　

時　

2
月
20
日（
金
）　

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

場　
　

所　

越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
西
田
中
）

相
談
内
容

　

就
業
相
談
か
ら
就
業
支
援
講
習
会
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
情
報
の

提
供
な
ど

※
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
電
話
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
母
子
自
立
支
援
員
が

随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
１‒

０
７
３
３

　
　
　
　
　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
８‒

５
１‒

０
０
３
４

職
場
で
の
悩
み
ご
と
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
巡
回
就
業
相
談



国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...え

ち
ぜ
ん
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

み
ん
な
集
ま
れ

一人居の隙間を埋める趣味の会 冨田コズヱ
亡き母の耳故障してたと今詫びる 渡辺　照子 広報えちぜん 16平成27年２月号17 広報えちぜん

平成27年２月号

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主管課

平成26年度町道堂山・下野線道路改良工事（その２） 7,538,400 円 坂下興業㈱ 建 設 課

平成25年度（繰）越前町橋梁補修設計業務委託（その２） 6,210,000 円 ㈱サンワコン 建 設 課

平成26年度
越前町国民健康保険織田病院放射線防護対策工事 264,600,000 円

オタ建設㈱・山内建設㈱・
薮内建設㈱平成26年度
越前町国民健康保険織田
病院放射線防護対策工事
特定建設工事共同企業体

保健衛生課

平成26年度越前岬水仙ランド水仙球根処理施設再整備工事 5,616,000 円 ㈱大生 商工観光課

平成26年度越前陶芸村陶房解体工事 3,456,000 円 大門建設㈱ 商工観光課

平成26年度越前町移住・定住体験施設整備工事 4,730,400 円 ㈱四ヶ浦建設 まちづくり課

平成26年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上） 12月16日～1月15日

世界の食文化に触れてみませんか？
　町内在住の外国出身者の皆さんと一緒に、外国料理の調理
と試食をとおして交流します。ご家族お友達など、お誘い合
わせの上ご参加ください。

日　　時　3月1日（日）　午前9時から午後1時30分まで
場　　所　越前町生涯学習センター
メニュー　タイ料理、中国料理、フィリピン料理など（予定）
参 加 費　無料
定　　員　30人程度（先着）
申込締切　2月13日（金）

　オーストラリアは乾燥する時期に山火事が頻発することで知られていますが、先日の火事では、越前町
と交流のあるバードウッド高校のあるアデレードヒルズも被害を受けたことから、協会ではお見舞いの
メールを送りました。バードウッド高校のステファニー先生からのメールをご紹介します（抜粋）。

現地で被害を受けた方々、不安に過ごされた方々に、
心よりお見舞い申し上げます。

越前町国際交流協会事務局　☎34 ｰ 8713
E-mail　kokusai@town.echizen.lg.jp

申込・問合せ先

Vol. 104

♪交流会 「ワールドキッチン in 越前町」 を開催します♪

豪州アデレード近郊の火災について

　

越
前
町
文
化
協
議
会
主
催
の
「
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
音
楽
団
体
に
よ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　

時　

2
月
22
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
開
場

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
開
演

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
団
体

　

●
大
正
琴

　
　

グ
ル
ー
プ
・
シ
ン
デ
レ
ラ
、
笑
琴
会

　
　

グ
ル
ー
プ
・
な
で
し
こ
、
ふ
み
教
室

　
　

水
仙
グ
ル
ー
プ
、
み
や
び
会

　

●
合
奏

　
　

Ｏ
Ｔ
Ａ
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ス
タ

　
　

え
ち
ぜ
ん
マ
リ
ン
バ
楽
友
会

　

●
邦
楽

　
　

尺
八 

楓
の
会

　

●
雅
楽

　
　

越
前
青
楽
社

　

●
合
唱

　
　

童
謡 

わ
ら
べ

　
　

越
前
町
民
混
声
合
唱
団

入
場
料　

無
料

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４‒

２
０
０
０

雪
の
大
自
然
で

　

つ
く
る
…
フ
ラ
イ
パ
ン
で
ク
レ
ー
プ

　
　
　
　
　

マ
イ
箸
を
つ
く
ろ
う

　

食
べ
る
…
特
製
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

　

遊　

ぶ
…
親
子
で
ソ
リ
競
争
（
親
子
の
信
頼
度
測
定
）

　
　
　
　
　

雪
上
訓
練
・
竹
ス
キ
ー
で
進
め
（
体
力
測
定
）

　
　
　
　
　

雪
だ
ま
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
（
投
球
測
定
）

開
催
日　

2
月
22
日（
日
）

会　

場　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜
大
雪
原

参
加
料　

1
人　

１
，０
０
０
円

定　

員　

保
育
園
年
長
・
小
学
生
親
子
で
35
人

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
詳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

お
送
り
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

　

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜　

事
務
局　
☎
３
６‒

２
０
５
０

第
8
回 「
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト
」

２
０
１
５
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ 

in 

悠
久

　山火事は家の2キロ近くまで来ましたが、運良く風向きが変わりました。実はそんなに遠く

ないところで火事がまだ起こっています。いつでも避難できるようにしています。家が全焼し

た人も周りにいっぱいいます。しかし、越前町の方が知っている人はみんな無事だと思います。

　3月の派遣事業の時にも、火事の痕跡は見られるかと思います。気にかけていただいてあり

がとうございます。 ※メールは1月7日付のものです。

　

毎
年
恒
例
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

2
月
8
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
開
演

場　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

　

越
前
町
中
高
一
貫
教
育
の
連
携
校
で

あ
る
両
校
の
、
音
楽
系
部
活
動
に
よ
る
発

表
会
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
自
分
た
ち
の
好
き
な
音
楽

の
活
動
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、
一
年

間
の
活
動
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
、
そ
れ
ぞ
れ
懸
命
に
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
県
の
芸
術
教
育
推
進
事

業
に
よ
り
弦
楽
器
の
活
動
を
始
め
て

い
る
朝
日
小
学
校
バ
イ
オ
リ
ン
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
に
も
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
全
国
お
よ
び
近
畿
の
高
校

総
合
文
化
祭
に
共
に
出
演
し
た
武
生
高

校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
の
皆
さ
ん
も
か
け

つ
け
て
く
れ
ま
す
。

　

弦
楽
器
も
管
打
楽
器
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
始
め
た
ば
か

り
で
、
ま
だ
ま
だ
拙
い
演
奏
で
す
が
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

問
合
せ
先　

丹
生
高
校　

☎
３
４‒

０
０
２
７

丹
生
高
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
・
朝
日
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
12
回
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

▲朝日小学校 ▲朝日中学校▲武生高校 ▲丹生高校
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健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
に

選挙戦ウグイス嬢の声響く 笠嶋ナツヱ　
アナウンスするにも訛邪魔をする 竹内　涼子

淋しさの隙間を埋める思いやり 山田千栄子
木の隙間故意に残した匠技 松村　典子 広報えちぜん 18平成27年２月号19 広報えちぜん

平成27年２月号

●予約制 （匿名でも可）　　●相談時間は、一人４５分程度 （秘密は厳守します）

保健衛生課　☎34 ｰ 8710問合せ先

2月24日（火）  午後１時３０分～４時

越前町役場　別館

無　料

千
せん

崎
ざ き

　愛
あい

 さん（臨床心理士）

日　時

カウンセラー

場　所

料　金

子どもの発達相談やスクール
カウンセラー、大人のストレス
相談まで、幅広い経験をもった
臨床心理士が相談に応じます。

「心をいやす相談会」のご案内  

　「眠れない日が続いている」「ひどいストレスを感じている」「人間関係で悩ん
でいる」「気持ちが落ち込んでいる」などつらい気持ちを自分ひとりで抱えていま
せんか？カウンセラーに話をすることで、解決の糸口が見つかることもあります。
　お気軽にご相談ください。ご家族の皆さんの相談にも応じます。

日　時 3月1日（日）
午前10時～ 12時 （午前9時30分～受付）

場　所 越前町生涯学習センター（内郡13‒19‒3）

内　容 ●妊娠とお産の話
　～健康な赤ちゃんを産み育てるために～
　講師／助産師  塚原　敦子 氏

料　金 無料

持ち物 ●母子健康手帳

●妊婦ファイル
　（持っている人）

申込み 2月26日（木）までに
電話でお申し込みく
ださい（予約制）

※パートナーやお子さんと一緒の
参加も可能です。

 お申し込みの際にお知らせくだ
さい。健康増進室　☎36 ｰ 1375申込・問合せ先



妊娠中は心もからだも大きく変化します。
この時期を不安なく過ごし、安心して新しい家族を

迎えられるよう、町ではマタニティスクールを実施しています。

ぜひご参加ください。ぜひご参加ください。

ママタタニニテティィススククーールルののおお知知ららせせ

こちらこちら
健康増進室健康増進室

みんなで予防！糖尿病みんなで予防！糖尿病
第11回

　運動は、まず生活活動の中から、立ち時間や歩く時間を増やすことから始めてみましょう。
　また、ウォーキングのような、酸素を体に十分取り入れながら行う有酸素運動や、生活や体調に合わ
せた体操などを日常生活に取り入れていくことも大切です。ウォーキングは、だらだら歩くより、ちょっと
汗ばんてくる程度で歩く方がお勧めです。
　毎日、運動を取り入れ続けていくことで体は変わってきます。運動不足になりやすい冬、生涯学習セン
ターなどで行っている体操教室に足を運んで、糖尿病になりにくい体をつくっていきましょう。

※慢性腎臓病など生活習慣病の症状によっては、運動を控える必要のある場合があります。医師の指示
を受けてから運動を始めてください。

糖尿病を防ぐためには、薬物、食事だけでなく
無理のない運動も大切になってきます。

言葉や発達がゆっくりだと思われるお子さんを対象にした個別相談会を実施しています。
お子さんの特性に合わせた支援を、こころの先生（心理相談員）と一緒に考えてみましょう。

お気軽にご参加ください。

社会福祉支援室　☎34 ｰ 8724申込・問合せ先

2月5日（木） 午後1時～4時
朝日保健センター

臨床心理士

約30分～１時間の個別相談です

無　料

予約制

日　時 相談時間

場　所

スタッフ

料　金

申込み

★★「発達相談会」のお知らせ「発達相談会」のお知らせ★★

健康増進室　☎36 ｰ 1375問合せ先

● 筋肉でエネルギーが消費されるため、血液中のブドウ糖の利用が　
促進され、血糖値が低下します。

● インスリンの働きを助け、効きを良くします。

● 筋肉内の脂肪が減少し、太りにくい（かくれ肥満になりにくい）体を
つくり、体に脂肪がつきにくくなります。

運動の効果は？

運動を続けましょう
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得
々
情
報

初売りへ子どもを探すアナウンス 武藤　久子
齢だろう時々脳が故障する 山内　千代

掃除して隙間になんと内緒金 山谷　ゆり
それぞれの隙間を埋める母の知恵 司辻　文子 広報えちぜん 20平成27年２月号21 広報えちぜん

平成27年２月号

トラブル
注意報

TTTrrr
ooouu
ble caauuttiioonnnssss

TTTTroubleccaauutttio
nss

ル
報報

注文していないのに送られてきた！！
健康食品の送りつけ商法に注意！！

　突然知らない業者から「注文を受けた健康食品が準備できたので代引きで送る」と電話があっ
た。注文した覚えはなかったので断ると、「注文を受けた時の録音もある。裁判にだしてもいい」
など、とても強引な口調で言われ、こちらの話は、まったく聞いてもらえなかった。そのうち「商品
はセット販売で３回分注文されているが、１回分の２万円を支払ってくれればその後の契約は取り
消す」と言われたので、裁判など面倒なことに巻き込まれたくない一心で承諾してしまった。翌日
商品が届いて中身を見たが、やはり注文した覚えは全くない。返金してほしい。

（７０歳代　男性）

消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

ひとことアドバイス
● 最近このようなトラブルの中で、「注文した時の録音がある」「裁判に出す」などと脅す手口が
見られます。このような場合、恐怖心や関わりたくないという思いから購入を承諾してしまう
ことがあります。

● 一方的に「商品を送る」などと言われても、身に覚えがなければきっぱり断りましょう。また、承
諾していないのに商品を送り付けられたときは、代金支払いの義務はなく、受け取る必要もあ
りません。

● 万が一承諾し商品が届いてしまっても、クーリング・オフできる場合があるので、ご相談ください。

2月の越前町関連の番組放送時間表
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

◎ 「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
朝日西保育所
【2月14日（土）～2月20日（金）】
9：10～、12：10～、19：10～　ほか

◎ 「 J r.＋（ジュニアプラス）」
プラントピア　どんぐり雛人形作り
【2月28日（土）～3月6日（金）】
9：00～、12：00～、19：00～　ほか

◎ 「越前町いきいき情報局」
越前町合併10周年記念式典・シンポジウム
【2月7日（土）～2月27日（金）】
越前かに感謝祭
【2月28日（土）～3月13日（金）】
•毎日　7：55～、12：55～、19:55～　ほか

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　　  ☎21－3277
　　　　　URL　http://www.t-catv.co.jp

◎ 「丹南のお店情報　みせばん」
ファミリーレストラン　こめや
（ファミリーレストラン）
【2月7日（土）～2月13日（金）】
•月～金・日曜日　8：00～、13：00～、17：00～、20：00～
•土・日曜日　8：00～、13：00～、18：00～

 ～写真で紐解くなつかしの丹南～
◎ 「丹南の景色　拡大版」
昭和のおもひで座談会　－旧城崎村編－
【2月28日（土）～3月6日（金）】
•月～金・日曜日　10：00～、14：00～、16：00～、21：00～
•土曜日　14：00～、16：00～、21：00～

※その他の番組の放送予定は、電話または
　ホームページでご確認ください。

子育て子育て
アドバイスアドバイス
ko s o d a t e  

a d v i c e
　幼い子をあやしたりするために、スマート
フォン（スマホ）を利用する人が増えていま
す。遊びやゲーム、あやす、しつけるなど、

様々なアプリがあり、動画投稿サイト You Tube も親子の人気を集めてい
ます。一方で、日本小児学会がスマホ頼みの育児をやめるように呼びかける
など、子どもの発達への影響を心配する声が広がっています。

　ムズかる赤ちゃんに子育てアプリの画面で応える／親がスマホに夢中で子
どもの興味・関心を無視…人生のうちでもっとも発達すると言われている大
事な乳幼児期に、メディアを介在した子育てでは、人間のコミュニケーショ
ンの土台が育ちませんね。気をつけたいものです。

　泣くと誰かがすぐに来てくれる、気にかけてくれると赤ちゃんが感じるこ
とが、自尊心を育むことになります。子どもが泣き止むとの理由でスマホを
与えても人間の代わりにはなりませんので、メディアに頼らない子育てを心
がけるようにしましょう。

スマートフォンで子守…大丈夫？

★図書館臨時休館のお知らせ★

「蔵書点検」を行います。
　2月から3月にかけて町内4館で蔵書点検を行います。
そのため、それぞれ数日間のお休みをいただきます。ご
理解とご協力、よろしくお願いします。日程は下記のと
おりです。
　これは、館内の整理整頓のほか、本来所蔵しているべ
き資料が館内に存在しているのか、存在していたら本来
あるべき場所にあるのか、または、貸し出されているの
かを点検するものです。
　臨時休館中の図書館では、返却を除いて、入館しての
ご利用は出来ません。館内のお知らせでご確認ください。また、詳しいことは、係員にお尋ねください。

【町立図書館】2月 9 日（月）～12日（木）の4日間

【越 前 分 館】2月16日（月）～18日（水）の3日間

臨　時　休　館　日
【織 田 分 館】2月25日（水）～27日（金）の3日間

【宮 崎 分 館】3月11日（水）～13日（金）の3日間
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アナウンス来客耳をそばだてる 向當みつ子
津波から命救ったアナウンス 原　　榮子

オレオレに心の隙間覗かれる 木下百合子
広報えちぜん 22平成27年２月号23 広報えちぜん
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越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
2121

―
朝
日
観
音

―
朝
日
観
音  

福
通
寺

福
通
寺  

編
―
編
―

Ｅ
子 
Ｍ
学
芸
員
！
こ
ん
に
ち
は
、
ご
無
沙
汰
し
て
い

ま
す
。

学
Ｍ 

久
し
ぶ
り
で
す
ね
。
前
回
ま
で
、
織
田
文
化
歴

史
館
内
で
学
芸
員
Ｋ
か
ら
民
俗
事
例
に
つ
い
て
、

解
説
し
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。

Ｅ
子　

は
い
。
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
つ
い
て
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。

学
Ｍ 

今
回
か
ら
は
、
織
田
文
化
歴
史
館
の
外
へ
出
て
、

町
内
の
寺
社
に
伝
わ
る
指
定
文
化
財
を
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
朝
日
区
に
あ
る
朝

日
観
音
福
通
寺
に
お
邪
魔

し
ま
し
ょ
う
。

Ｅ
子 

楽
し
み
で
す
ね
。

二
人
は
福
通
寺
へ
と
移
動
。

Ｅ
子 

も
う
冬
も
深
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
雪
が
多
い
で
す
ね
。

学
Ｍ 

え
え
、
こ
の
辺
り
も
す
っ
か

り
雪
景
色
で
。
天
気
が
良
い

日
は
、境
内
か
ら
白
山
が
き
れ
い
に
み
え
ま
す
よ
。

ま
た
、
春
に
な
る
と
周
辺
は
満
開
の
桜
に
囲
ま

れ
、本
当
に
良
い
景
色
で
す
。

Ｅ
子 

ま
た
、春
に
来
た
い
で
す
ね
！

学
Ｍ 

さ
て
、
福
通
寺
は
真
言
宗
東
寺
派
に
属
し
、
朝
日

山
正
観
世
音
の
別
当
で
す
。
こ
ち
ら
の
お
寺
に

伝
わ
る
、泰
澄
大
師
の
伝
承
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

Ｅ
子 

た
し
か
、「
朝
日
」と
い
う
地
名
の
由
来
が
伝
わ
っ

て
い
る
と
か
…

学
Ｍ 

そ
う
で
す
ね
。
寺
伝
に
よ
る
と
、
養
老
元
年

（
７
１
７
年
）、
各
地
を
ま
わ
っ
て
仏
法
の
教
え

を
広
め
て
い
た
泰
澄
大
師
は
当
地
の
山
に
怪
し

い
雲
が
た
だ
よ
い
、
た
だ
な
ら
ぬ
気
配
が
村
を

つ
つ
ん
で
い
る
の
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
聞
く

と
、
山
の
神
が
た
た
り
を
な
し
、
人
々
を
苦
し
め

て
い
る
と
の
こ
と
。

Ｅ
子 

山
の
神
？

学
Ｍ 

「
魔
神
」と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

魔
神
っ
て
、
と
て
も
怖
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
斧

と
か
振
り
回
し
て
暴
れ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

学
Ｍ 

仏
教
で
「
魔
」
と
い
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
定
義
が

あ
っ
て
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
日
本
人
は
、「
魔
」と
聞
く
と
、キ
リ

ス
ト
教
の
悪
魔
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が

多
い
か
と
思
い
ま
す
。

仏
教
の
世
界
で
は
、「
魔
」
は
人
の
生
命
を
奪
い
、

仏
道
修
行
の
妨
げ
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

Ｅ
子 

ど
ち
ら
に
し
ろ
、「
魔
」
に
は
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

は
い
。
話
を
戻
し
ま
す
と
、
苦
し
む
村
人
た
ち
を

救
う
た
め
、
泰
澄
は
21
日
間
に
わ
た
り
観
音
さ

ま
に
祈
り
続
け
ま
し
た
。

す
る
と
突
然
、
山
の
中
腹
に
あ
る
楠
の
大
木
が

光
明
を
放
ち
ま
す
。

Ｅ
子 
へ
ぇ
〜

学
Ｍ　

喜
ん
だ
泰
澄
は
、
悪
魔
退
治
の
た
め
に
こ
の
木

を
加
持
し
、「
本
尊
正
観
世
音
菩
薩
像
」、「
千
手

観
世
音
菩
薩
像
」
を
彫
刻
し
、
お
堂
を
創
建
し
、

仏
像
を
安
置
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

そ
れ
が
福
通
寺
の
由
来
で
す
か
。「
朝
日
」
と
い

う
地
名
の
由
来
は
？

学
Ｍ 

ち
ょ
う
ど
正
観
世
音
菩
薩
の
御
開
眼
の
時
、尊
像

の
白び
ゃ
く

亳ご
う

か
ら
光
明
が
四
方
に
輝
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
ま
る
で
朝
日
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
ま
す
。

そ
れ
以
来
、こ
の
山
を「
朝
日
山
」、里
の
名
を「
朝

日
村
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

観
音
さ
ま
は「
朝
日
観
音
」・「
朝
日
の
お
観
音
さ

ん
」と
呼
ば
れ
、篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

こ
の
あ
た
り
は
、
泰
澄
大
師
と
関
わ
り
の
深
い

地
域
だ
と
い
う
こ
と
を
、改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

学
Ｍ 

で
は
、
次
回
よ
り
、
指
定
文
化
財
を
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
は
、
境
内
に
あ
る
梵
鐘
か
ら
で
す
。

 

（
つ
づ
く
）

国
宝
の
梵
鐘
を
知
る
１　

梵
鐘
に
は
予
知
能
力
が
あ
っ
た
？

　

月
い
づ
こ 

鐘
は
し
づ
み
て 

海
の
底

　

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）、
松
尾
芭ば

し
ょ
う蕉

が

金
ヶ
崎
（
敦
賀
市
）
で
吟
じ
た
俳
句
で
す
。
句

中
に
出
て
く
る
鐘
は
、
か
つ
て
沖
合
に
沈

ん
だ
鐘
の
こ
と
で
、
金
ヶ
崎
の
地
名
由
来
と

な
っ
た
も
の
で
す
。
じ
つ
は
、
そ
の
沈
ん
だ

鐘
が
、
劔

つ
る
ぎ

神
社
所
蔵
の
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
う（
国
宝
）
と
も
関

係
が
あ
り
ま
す
。

　
「
劔
大
明
神
略
縁
起
」
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

神
護
景
雲
年
中
豊
後
国
よ
り
釣
鐘
貳ふ

た

つ
つ

り
劔
大
明
神
に
奉
納
す
る
海
上
に
お
い
て
、越

前
金
ヶ
崎
に
一
と
つ
り
ハ
沈
、是
故
に
後
代
是

処
を
鐘
ヶ
崎
と
云
、當
社
釣
鐘
則
是
な
り

　

神
護
景
雲
年
中（
七
六
七
〜
七
七
〇
年
）に
、

豊
後
国
よ
り
釣
鐘
ふ
た
つ
を
劔
大
明
神
に
奉

納
す
る
さ
い
に
、ひ
と
つ
が
沖
合
で
沈
み
、そ

れ
に
よ
り
金
ヶ
崎
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
と

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
鐘
の
岬
で
は
、
漁
師
は
常
に
沈
ん
で

い
る
鐘
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
鐘

を
引
き
揚
げ
よ
う
と
す
る
と
、
恐
ろ
し
い
こ

と
が
起
き
た
の
で
止
め
た
と
い
う
伝
承
ま
で

残
っ
て
い
ま
す
。

　

沈
ん
だ
鐘
の
伝
承
は
日
本
に
数
多
く
あ
り

ま
す
。
竜
宮
を
含
め
た
水
中
や
死
者
の
宿
る

地
中
は
、
異
世
界
と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
し

た
。
川
や
海
に
死
者
が
葬
ら
れ
、様
々
な
供
物

が
流
さ
れ
た
り
す
る
の
で
、
こ
の
世
と
あ
の

世
の
接
点
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
、
鐘
が
異
世
界
か
ら
現
世
に
出
現

し
た
、
も
し
く
は
鐘
は
ふ
た
つ
の
世
界
を
繋

ぐ
能
力
を
も
つ
特
別
な
器
具
だ
っ
た
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
関
連
し
た
伝
承
が
、
劔
神
社
の
梵

鐘
に
は
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
災
害
の
予
知
に
つ
い
て
で
す
。
火

事
や
水
害
が
起
き
る
と
き
に
は
、
そ
の
方
角

に
む
か
っ
て
鐘
の
表
面
が
湿
気
を
帯
び
、
雫

し
ず
く

が
垂
れ
、
そ
の
露
滴
の
落
ち
た
位
置
か
ら
判

断
し
て
、
災
難
な
ど
が
起
こ
る
方
角
を
占
っ

た
の
だ
と
言
い
ま
す
。

　

次
に
、
火
伏
せ
と
し
て
の
効
能
で
す
。
戦

国
時
代
の
武
将
た
ち
が
、
参
拝
の
お
り
に
鐘

の
銘
文
の
箇
所
を
拓
本
に
と
っ
て
持
ち
帰
り
、

家
臣
に
与
え
て
火
伏
せ
の
護ご

符ふ

と
し
た
と
言

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
伝
承
か
ら
、
梵
鐘
の
も
つ
性
格

が
読
み
取
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
災
害
の
予
知

の
点
と
、火
伏
せ
な
ど
防
火
・
防
水
と
い
っ
た
、

い
ず
れ
も
水
に
か
か
わ
る
点
で
す
。

　

予
知
の
点
で
は
、本
来
人
間
が
作
っ
た
は
ず

の
梵
鐘
が
、
そ
の
効
力
を
宣
伝
す
る
た
め
に
、

他
界
か
ら
出
現
し
た
も
の
と
さ
れ
、そ
れ
ゆ
え

に
不
思
議
な
能
力
を
も
っ
た
こ
と
を
暗
示
し

て
い
ま
す
。
い
わ
ば
神
仏
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
道
具
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

水
と
か
か
わ
る
点
で
は
、
梵
鐘
の
も
つ
水

神
の
性
格
と
関
係
し
ま
す
。
全
国
に
残
る
伝

承
に
よ
る
と
、
梵
鐘
は
雨
乞
い
に
用
い
ら
れ

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
梵
鐘
が
龍
と
深
い
関

係
が
あ
る
た
め
で
す
。
龍
と
言
え
ば
、
雨
を

司
る
神
の
思
想
が
あ
る
の
で
、
雨
乞
い
や
水

に
か
か
わ
る
内
容
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
伝
承
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
劔
神

社
の
梵
鐘
に
は
様
々
な
役
割
が
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

織
田
文
化
歴
史
館 

学
芸
員　

堀
大
介

お
く
や
み

新
し
い
家
族
で
す

実　施　日 場　　所 電話番号

2月24日（火） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

2月10日（火） あ さ が お 保 育 園 34－1110

2月18日（水） 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

2月10日（火） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

2月17日（火） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

2月10日（火） 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

2月10日（火） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
1
月
15
日
現
在
）

（
1
月
15
日
現
在
）

　

今
月
号
は
新
春
号
に
続
き
、「
越
前
町
合
併
10

周
年
記
念
号
」
と
し
て
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
お
届

け
し
ま
す
。

　

平
成
17
年
2
月
1
日
に
4
つ
の
町
村
が
合
併

し
て
丸
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
「
広
報
え

ち
ぜ
ん
」
も
創
刊
10
周
年
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
で
先
月
号
と
今
月
号
の
2
回
に
わ

た
り
「
広
報
誌
で
振
り
返
る
10
年
の
歩
み
」
と

題
し
、
当
時
の
広
報
記
事
等
か
ら
10
年
間
の
出

来
事
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
19
年
入
庁
な
の
で
、
合
併
直
後
の

こ
と
は
先
輩
に
聞
い
た
こ
と
し
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
10
年
間
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
出

来
事
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
来
町
さ
れ
た
こ

と
で
す
。

　

詰
め
掛
け
た
人
々
に
笑
顔
で
手
を
振
ら
れ
る

両
陛
下
の
優
し
さ
に
と
て
も
感
動
し
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

10
周
年
を
終
え
、
越
前
町
は
次
の
10
年
に

向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。「
広
報
え

ち
ぜ
ん
」
も
今
ま
で
以
上
に
町
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
必
要
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
の
魅
力
を
表
現
す
る
写
真
を
組
み
合
わ

せ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
印
象
に
残
っ
て
い
る

出
来
事
の
写
真
は
あ
り
ま
し
た
か
？
こ
の
機

会
に
10
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）

朝　

日 

増
田　

静し
ず

駆く

（
貴
也
、
男
）

朝　

日 

西
尾　

夢む

羽う

奈な

（
秀
範
、
女
）

上
川
去 

斉
藤　

颯そ
う

太た

（
英
隆
、
男
）

気
比
庄 

辻　

梨り

希の

（
一
平
、
女
）

乙　

坂 

赤
星　

咲さ

幸ゆ
き

（
恵
吾
、
女
）

青　

野 

荒
木　

瑛え
い

太た

（
祥
太
、
男
）

小
曽
原 

山
内　

莉り

暖の

（
宏
治
、
女
）

小
曽
原 

山
内　

結ゆ

菜な

（
慎
吾
、
女
）

江　

波 

竹
内　

琉る

偉い

（
敏
雄
、
男
）

八　

田 

齋
藤　

花は
な

（
規
雅
、
女
）

新　

保 

神
﨑　

圭け
い

士し

郎ろ
う

（
洋
、
男
）

大　

樟 

古
木　

奏そ

羽わ

（
克
明
、
女
）

道　

口 

仲
保　

玲れ

穏お
ん

（
辰
徳
、
男
）

米　

ノ 

山
本　

莉り

心こ

（
旭
彦
、
女
）

上　

野 

水
嶋　

恭き
ょ
う

佑す
け

（
康
志
郎
、
男
）

打　

越 

向　

希き

唯い

（
将
平
、
女
）

東
内
郡　

前
田　
　

緑
さ
ん
（
82
歳
）

内　

郡　

河
合　

昭
幸
さ
ん
（
78
歳
）

朝　

日　

元
島
ハ
ツ
エ
さ
ん
（
85
歳
）

気
比
庄　

堀
井
己
代
子
さ
ん
（
97
歳
）

田　

中　

清
水　

歌
子
さ
ん
（
85
歳
）

田　

中　

青
木　

勝
子
さ
ん
（
80
歳
）

田　

中　

竹
内　

直
一
さ
ん
（
80
歳
）

宝
泉
寺　

森
下
千
代
子
さ
ん
（
90
歳
）

青　

野　

細
川
西
左
ヱ
門
さ
ん
（
92
歳
）

小
曽
原　

木
原
ミ
ワ
子
さ
ん
（
87
歳
）

舟　

場　

髙
畑　

久
榮
さ
ん
（
81
歳
）

八　

田　

齋
藤
き
み
子
さ
ん
（
86
歳
）

八　

田　

齋
藤　

照
子
さ
ん
（
91
歳
）

陶
の
谷　

山
下　

重
志
さ
ん
（
97
歳
）

蟬　

口　

内
田　

鶴
生
さ
ん
（
88
歳
）

　

寺　
　

山
本
く
に
子
さ
ん
（
93
歳
）

玉　

川　

板
谷
う
め
の
さ
ん
（
98
歳
）

　

宿　
　

寺
澤　
　

巖
さ
ん
（
83
歳
）

　

宿　
　

正
木　
　

清
さ
ん
（
90
歳
）

新　

保　

熊
田　

恒
夫
さ
ん
（
86
歳
）

新　

保　

山
本
德
治
郎
さ
ん
（
87
歳
）

小　

樟　

吉
田　

利
勝
さ
ん
（
88
歳
）

　

厨　
　

仲
保
キ
ク
ノ
さ
ん
（
99
歳
）

髙　

橋　

駒
野
キ
ヨ
ノ
さ
ん
（
94
歳
）

上　

野　

岩
渕　

久
治
さ
ん
（
94
歳
）

　

中　
　

河
上　

光
子
さ
ん
（
77
歳
）

上　

戸　

藤
井　

雪
枝
さ
ん
（
93
歳
）

人　口 22,987人

　男 11,105人
　女 11,882人
世帯数 7,339戸

（前月より23人減）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

人口と世帯
（1月1日現在）
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

2 ／ 1

越
前
町
合
併
10
周
年
記
念

式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
文
化
交
流
会
館
）

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

2
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

3
離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

4
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

5
発
達
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

（
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
）

6
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

7

8
第
12
回
ジ
ョ
イ
ン
ト
　
　

コ
ン
サ
ー
ト

（
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
）

【
休
日
当
番
医
】

両
林
医
院

☎
37
-0
00
5

9
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

10
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

11
建
国
記
念
の
日

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
医
院

☎
34
-0
04
4

12
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

13
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

14

15

【
休
日
当
番
医
】

整
形
外
科
大
城
医
院

☎
32
-3
50
0

16
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

17
心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
））

３
歳
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

18
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

19
20
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
巡
回

就
業
相
談

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

21

22
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト

（
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
）

20
15
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

in
 悠
久

（
悠
久
ロ
マ
ン
の
杜
）

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
病
院

☎
34
-0
22
0

23
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

24
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
萩
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）    
  

無
料
法
律
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
を
い
や
す
相
談
会

13
：
30
～
16
：
00

（
越
前
町
役
場
別
館
）

25
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

26
家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（越
前町

生涯
学習

セン
ター

糸生
分館

）

27
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

家
族
介
護
者
サ
ロ
ン

10
：
00
～
12
：
00

（
樫
津
隣
保
館
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

28

3 ／ 1

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

9：
30
～
12
：
00

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

越
前
ワ
ー
ル
ド
キ
ッ
チ
ン

（
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

2
結
婚
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

3
離
乳
食
教
室

9：
30
～
12
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

心
配
ご
と
相
談

13
：
00
～
16
：
00

（
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

4
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

5
１
歳
６
か
月
児
健
診

13
：
30
～
16
：
00

（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

6
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
00

（越
前町

社会
福祉

セン
ター
（西

田中
））

7


